
笹 まり恵
ピアニスト

京都市立芸術大学音楽学部ピアノ専攻卒業。
東京国際芸術協会(TIAA)より学費、渡航費全額助成を受けドイツ
にて、Euro Music Festival 2008 Leipzigに参加。堺国際ピアノコ
ンクールＥ級第３位。宝塚ベガ音楽コンクール入選。京都芸術祭音楽
部門新人賞、優秀協演賞受賞KOSMAソロ管楽器コンクール伴奏
賞、兵庫県教育委員会賞受賞。ソロのほか室内楽等アンサンブル活
動にも精力的に取り組み、NHK-FM リサイタル・ノヴァ、リサイタル・パ
ッシオなどに度々出演する他、書道ライブパフォーマンスと音楽のコラ
ボレーションコンサート"道音"に参加するなど、幅広く演奏活動を行っ
ている。近年は後進の指導にも力を注ぎ、グレンツェンピアノコンクー
ル指導者賞受賞。びわ湖国際フルートコンクール、泉の森コントラバ
スコンクール公式伴奏者。京都市立芸術大学音楽学部伴奏員。 京
都保育福祉専門学院講師。オフィシャルサイト mariesasa.com

武内 紗和子
トロンボーン

京都市出身。聖母学院高等学校を経て、京都市立芸術大学大学院修了。
第9回日本トロンボーンコンペティション第一位、第14回日本クラシック音楽コンクール金管部門第
二位、第1回関西トロンボーン協会コンクール第二位。
第23回ヤマハ管楽器新人演奏会に出演、小澤征爾音楽塾オペラプロジェクトⅨ.Ⅹ、サイトウキネ
ンフェスティバル松本若い人のための室内楽勉強会に参加。これまでに呉信一、井谷昭彦の各
氏に師事。
Sun Bones Trombone Trioメンバー。東京ニューシティ管弦楽団トロンボーン奏者。

津村 芳伯
作曲者

千葉県生まれ。武蔵野音楽大学卒業(トランペット専攻)。
在学中より編曲活動を始め、これまでにサントリーホールガラ・コンサ
ート、JTアートホール室内楽シリーズ、ホルンアンサンブル つの笛集
団などに編曲作品を提供。
現在Osaka Shion Wind Orchestraチーフライブラリアン。

1. J.M.デュファイ　ムーヴマン    1:30
　　Jean Michel Defaye  Mouvement

　J.S.バッハ　無伴奏チェロ組曲 2番 ニ短調 BWV1008 より
　　Johann Sebastian Bach  Suite No.2 in D minor 　　
　　2.プレリュード      1:30
　　　　Prelude　
　　3.ジーグ      1:30
　　　　Gigue

4. 津村 芳伯　トロンボーンとピアノのための「喫茶去」
　　　　　　～地唄 京の四季によるファンタジー～ 1:30
　　Tsumura Yoshinori  “Kissako” for Trombone and Piano

5. P.ゴーベール　交響的小品    1:30　
　　Philippe Gaubert  Morceau Symphonique

6. F.レハール　喜歌劇「ジュディッタ」より ”熱き口づけ” 1:30  
　　Franz Lehár  Meine Lippen, sie kuessen so heiss 

7. G.シモンズ　大西洋の風    1:30
　　Simons Gardell  Atlantic Zephyers 

8. E.ライヒャ　トロンボーン協奏曲 第2番　イ長調  1:30 
　　Eugen Reiche  Trombone Concerto No.2
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KISSAKO for TromboneJ.M.デュファイ　ムーヴマン
　Jean Michel Defaye  Mouvement
　わずか20歳の時にフランスの作曲家の登竜門と言えるローマ賞で二等賞に輝き、金
管楽器のために数多くの作品を書いているデュファイが1972年に作曲をした作品。
短い作品の中に４つのキャラクターを入れており、目まぐるしく場面転換をしていく。

J.S.バッハ　無伴奏チェロ組曲 2番 ニ短調 BWV1008より
               プレリュード、ジーグ
　Johann Sebastian Bach  Suite No.2 in D minor      Prelude,Gigue
　バッハのケーテン時代（1717-1723年）に作曲され今日ではチェロを代表する曲である
が作曲当時は練習曲として現在ほど注目をされず、20世紀を代表すると言われるパブ
ロ・カザルスが1904年に演奏・全曲を録音したことにより世に広く知られることになった。

津村 芳伯　トロンボーンとピアノのための「喫茶去」
　　　　　 ～地唄 京の四季によるファンタジー～
　Tsumura Yoshinori   “Kissako” for Trombone and Piano
　江戸時代に上方を中心とした西日本で行われた三味線音楽であり、江戸唄に対する
地（地元＝上方）の歌という意味を持つ地唄の中から「京の四季」という、祇園を中心に
東山や円山の四季折々の風物を詠み込み込んだ地唄のモチーフを元に津村氏に


